












※ただし、省略規定に該当する場合であっても、栄養表⽰をしようとする場合を除く。

• 極めて短い期間で原材料（その配合割合を含む。）が変更されるもの

• 消費税法（昭和63年法律第108号）第９条第１項において消費税を納める義務が免除
される事業者⼜は中⼩企業基本法（昭和38年法律第154号）第２条第５項に規定する
⼩規模企業者※が販売するもの

ア）⽇替わり弁当（サイクルメニューを除く。）等、レシピが３⽇以内に変更される
場合

イ）複数の部位を混合しているため都度原材料が変わるもの
（例︓合挽⾁、切り落とし⾁等の切り⾝を使⽤した⾷⾁加⼯品、⽩もつ等のうち複
数の種類・部位を混合しているため都度原材料が変わるもの）

※⼩規模の事業者が製造した⾷品を⼩規模でない事業者が販売する場合は、栄養成分
の量及び熱量の表⽰を省略することはできません。この場合、製造者（⼩規模の事業
者）が必ず栄養成分の量及び熱量の表⽰を⾏う必要はなく、販売する者（⼩規模でな
い事業者）が表⽰しても差し⽀えありません。

⾷品表⽰基準における省略規定について
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加⼯⾷品については、強調する熱量及び栄養成分も含めて全ての成分について、合理
的な推定により得られた値による表⽰はできません。
⼀⽅で、⽣鮮⾷品については強調する熱量及び栄養成分については、合理的な推定に

より得られた値による表⽰はできませんが、強調しない栄養成分について合理的な推定
により得られた値で表⽰することができます。

①分析により値を得る場合
値の設定に⽤いる分析⽅法は、⾷品表⽰基準に規定される場合※を除き、特段の定めは

ありません。
※例えば、栄養強調表⽰（低カロリー、減塩等の表⽰）をする場合、強調された栄養成分等の値は
⾷品表⽰基準別表第９第３欄に掲げる⽅法によって得ることとしています。

②計算等により値を得る場合
データベース等の値を⽤いること、⼜はデータベース等から得られた個々の原材料の

値を計算して表⽰値を求めることも可能です。

表⽰する値は分析や計算等によって得ます。

表⽰値の設定における留意事項

栄養強調表⽰（低カロリー、減塩等の表⽰）をする場合は推定値
は不可です。
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【栄養成分の補給ができる旨の表⽰】
強化された旨含む旨⾼い旨

• ⽐較対象⾷品と基準値以上の絶対差
• 25%以上の相対差（たんぱく質及び
⾷物繊維のみ）

含む旨の基準値以上⾼い旨の基準値以上基準

• ○○30%アップ
• ○○２倍

• ○○源
• ○○供給
• ○○含有

• ⾼○○
• ○○豊富

表現例

たんぱく質、⾷物繊維、亜鉛、カリウム、カルシウム、鉄、銅、マグネシウム、ナイアシン、
パントテン酸、ビオチン、ビタミンA、B１、B２、B６、B12、C、D、E、K、葉酸

該当する
栄養成分

【栄養成分⼜は熱量の適切な摂取ができる旨の表⽰】
低減された旨低い旨含まない旨

• ⽐較対象⾷品と基準値以上の絶対差
• 25%以上の相対差（ただし、みそ
は15%、しょうゆは20%）

低い旨の基準値以下含まない旨の基準値未満基準

• ○○30%カット
• ○○10gオフ
• ○○ハーフ

• 低○○
• ○○控えめ
• ○○ライト

• 無○○
• ○○ゼロ
• ノン○○

表現例

熱量、脂質、飽和脂肪酸、コレステロール、糖類、ナトリウム該当する
栄養成分等

栄養強調表⽰
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糖類を添加していない旨⼜はナトリウム塩を添加していない旨の表⽰
合理的な推定により得られた⼀定の値は不可
（許容差の範囲内にある⼀定の値⼜は、下限値及び上限値によって表⽰する）

表⽰値の種類

⾷品表⽰基準別表第９第３欄に掲げる⽅法によって得られた値以外も可表⽰値を求め
る⽅法

⼀般⽤⽣鮮⾷品⼀般⽤加⼯⾷品
その他の表⽰する栄
養成分及び熱量

強調したい栄養成分
及び熱量

その他の表⽰する栄
養成分及び熱量

強調したい栄養成分
及び熱量

合理的な推定により
得られた⼀定の値も
表⽰可能

合理的な推定により
得られた⼀定の値は
不可
（許容差の範囲内に
ある⼀定の値⼜は、
下限値及び上限値に
よって表⽰する）

合理的な推定により得られた⼀定の値は不可
（許容差の範囲内にある⼀定の値⼜は、下限
値及び上限値によって表⽰する）

表⽰値の
種類

⾷品表⽰基準別表第
９第３欄に掲げる⽅
法によって得られた
値以外も可

必ず⾷品表⽰基準別
表第９第３欄に掲げ
る⽅法によって得ら
れた値を表⽰

⾷品表⽰基準別表
第９第３欄に掲げ
る⽅法によって得
られた値以外も可

必ず⾷品表⽰基準別表
第９の第３欄に掲げた
⽅法（以下「⾷品表⽰
基準別表第９第３欄に
掲げる⽅法」という）
によって得られた値を
表⽰

表⽰値を
求める⽅
法

糖類を添加していない旨⼜はナトリウム塩を添加していない旨の表⽰値

栄養成分の補給ができる旨及び栄養成分⼜は熱量の適切な摂取ができる旨の表⽰値

栄養強調表⽰について（表⽰値の種類と求める⽅法）栄養強調表⽰について（表⽰値の種類と求める⽅法）
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